
施設は、利用を規制をすることなく安全かつ円
施策の目的 ② ％

。 実績 73.5 - - - 滑に使用できる状態で管理する必要があるので、この指標
「意　図」

④スポーツ施設を安全に利用できる。 市スポーツ指導者登録制度への登録者（累 目標 30 40 50 60 ① 市政に関するアンケート調査
③ 人

計） 実績 97 - - - 成果指標の ② 市政に関するアンケート調査

安全に使用できる市有スポーツ施設の提供 目標 42 42 42 42 取得方法 ③ スポーツ立市推進課資料（競技会等への参加者統計、市生
④ 施設

数 実績 41 - - - ④ スポーツ立市推進課資料

２．基本事業の目的と成果把握
基本事業名 対象 意図 成果指標 区分 単位 R4 R5 R6 R7 基本事業名 対象 意図 成果指標 区分 単位 R4 R5 R6 R7

生涯スポーツ ①市民 ①主体的にスポー 週に１回以上スポ 目標 43 46 48 50 競技スポーツ ①市民（特に小 ①自身の競技力向 全国大会等に出場 目標 120 130 140 165
① ％ ① 組

の推進 ②スポーツ団体 ツに参加し、健康 ーツ・レクリェー 実績 39.2 - - - の推進 ・中学生） 上に取り組む する個人と団体 実績 294 - - -

、健康づくり団 づくりにつなげる スポーツ教室・ス 目標 17,050 19,050 22,050 24,550 ②スポーツ団体 ②競技スポーツに 小中学生のスポー 目標 420 440 460 480
② 件 ② 人

体 。 ポーツを手段にし 実績 6,955 - - - ③競技スポーツ 取組む体制構築、 ツ教室参加者数 実績 557 - - -

③スポーツ、健 ②生涯スポーツ・ 目標 指導者、中学校 実施機会の提供 市スポーツ指導者 目標 30 40 50 60
③ ③ 人

康づくり指導者 健康づくりの仲間 実績 部活動 ③指導力向上に取 登録者数（累計） 実績 97 - - -

づくりをすすめ、 目標 組み、生徒の健全 目標
④ ④

取組む機会を提供 実績 育成に寄与する。 実績

スポーツ施設 ①市有スポーツ ①計画的な点検等 市有スポーツ施設 目標 400,000 450,000 500,000 523,000 目標
① 人 ①

の整備と運営 施設 により管理される の利用者数 実績 359,235 - - - 実績

②指定管理者 ①スポーツ医科学 市有スポーツ施設 目標 42 42 42 42 目標
② 施設 ②

センターの拠点と の提供数 実績 41 - - - 実績

する 指定管理者施設の 目標 380,000 420,000 450,000 480,000 目標
③ 人 ③

②日々の適正な維 利用者数 実績 297,073 - - - 実績

持管理と施設の利 目標 目標
④ ④

用促進に取組む 実績 実績

３．施策及び基本事業の目標達成度評価
令和4年度施策の取組方針 施策の取組方針・成果指標達成状況

・感染症対策を施したスポーツ施設を提供し、広く市民が参加できるスポーツイベントを実施する。 【施策の取り組み方針達成状況】

・スポーツを通した健康づくり事業（健康づくりスポーツ教室、健康体操の普及、相談事業等）に取り組む。 □ 全て達成 ・スポーツ施設においては、新型コロナウイルス感染症対策ガイドラインに従い、市民がスポーツに親しめる場

・スポーツ医科学センター設立に向け、関係機関との調整を図り、方向性を決定する。あわせてアスリートへのサ 所を提供した。市民が参加できるスポーツイベントについ

令

ては、感染症の影響か

和

ら、市民体育祭等を中

５

止したが
取組

ポートの

年

あり方も検討する。 ■

度

一部未達成 、年度末に

　

は広く市民が参加でき

施

る佐野市民レクリエー

策

ションフェスティバル

・

を実施した。
方針

・ジ

基

ュニア選手育成と指導

本

者育成事業を継続して

事

実施する。また、中学

業

校部活動への指導者派

マ

遣制度を創設する。 ・

ネ

スポーツ団体と連携し

ジ

スポーツ教室を実施し

メ

た。健康長寿推進条例

ン

等に基づき健康教育や

ト

健康相談を実施した

・

シ

指定管理者へのモニタ

ー

リングを強化し、適正

ト

な管理運営を行うほか

　

、計画的な施設の整備

（

改修を検討するため、

令

□ 全て未達成 ・スポー

和

ツ医科学センターにつ

４

いて、設置候補市有施

年

設の現地確認を行うと

度

ともに、大まかな方向

実

性（案）をま
施

長寿命

績

化計画の検討とＰＦＩ

に

事業等の先進地事例を

基

調査研究する。 とめて

づ

中間報告を行った。
策

く

・基礎トレーニング研

評

修会を継続的に実施し

価

競技力向上に寄与した

）

。小・中学校指導者向

 

け講習会を実施した。

作

□ 全て達成 ・モニタリ

成

ングを実施し、改善点

日

等について指導を行っ

 

た。長寿命化計画に基

 

づき施設改修を適宜進

令

た。

【成果指標達成状

和

況】
成果

■ 一部未達成

 

・①は新型コロナ感染

6

症の影響により、目標

年

43％に対して実績3

 

9.2％で未達成だっ

3

た。
指標

・②は新型コ

月

ロナ感染症の外出控え

 

により、目標75％に

5

対して実績73.5％

日

で未達成だった。

□ 全

基

て未達成 ・③は、佐野

本

市スポーツ少年団指導

目

者育成事業の充実によ

標

り、目標30人に対し

名

て実績97人で目標は

0

達成だった。

・④は、

2

施設の老朽化により1

新

施設を休止としたため

た

、目標42施設に対し

な

て実績41施設で未達

流

成だった。

基本事業名

れ

令和4年度基本事業の

の

取組方針 基本事業の取

創

組方針・成果指標達成

造

状況 基本事業名 令和4

に

年度基本事業の取組方

よ

針 基本事業の取組方針

る

・成果指標達成状況

生

賑

涯スポーツの推 ・市ス

わ

ポーツ協会等の地域ス

う

ポーツ 取組方針 ■ 全て

ま

達成 □ 一部未達成 □ 全

ち

て未達成 競技スポーツ

づ

の推 ・トップアスリー

く

トの育成と支援体 取組

り

方針 □ 全て達成 ■ 一部

ス

未達成 □ 全て未達成

進

ポ

団体と連携し、スポー

ー

ツ大会やイベ 成果指標

ツ

□ 全て達成 □ 一部未達

推

成 ■ 全て未達成 進 制の

進

整備、スポーツ指導者

課

の指導力 成果指標 ■ 全

政

て達成 □ 一部未達成 □

策

全て未達成

ント等を実

体

施し、多くの市民がス

系

ポ 【基本情報の取組方

政

針達成情報】 向上及び

　

競技スポーツを担う地

策

域ス 【基本情報の取組

　

方針達成情報】

ーツに

名

触れる機会を創出する

0

。 ・コロナ禍において

2

も、スポーツ協会、レ

ス

クリエーション協会等

ポ

と ポーツ団体の活動を

ー

支援する。 ・スポーツ

ツ

協会、スポーツ少年団

を

本部の支援を行った。

軸

・スポーツを手段にし

と

たスポーツ・ 連携し、

し

スポーツ少年団合同体

た

験会やレクリエーショ

人

ンフェスティ ・専門指

々

導者による基礎トレー

が

ニン ・競技力向上基礎

集

トレーニングを６回、

ま

指導力向上研修会を３

る

回実

健康づくりのため

ま

、スポーツ教室、 バル

ち

を実施した。 グや強化

づ

クリニックを継続的に

く

実施 施した。

健康体操

り

の普及、相談事業等に

施

取組 ・スポーツ団体と

策

連携し、１２種目１８

主

教室に及ぶスポーツ教

管

室を し、競技力水準の

課

向上を目的に選手 ・ス

長

ポーツ少年団事業にお

施

いて、講習会等を実施

　

し指導者育成を行

む。

策

実施した。健康増進法

　

に基づき、健康教育や

名

健康相談を実施した。

0

の育成と指導技術の向

2

上を図る。 った。部活

生

動への派遣については

涯

研究中である。

・生涯

ス

スポーツを推進・指導

ポ

する人 ・スポーツ推進

ー

委員や教職員を対象に

ツ

年３回の研修会を実施

・

した。 ・学校部活動に

競

派遣する競技スポー 【

技

成果指標達成状況】

材

ス

の育成・確保のため、

ポ

研修会の開 【成果指標

ー

達成状況】 ツの指導者

ツ

育成、派遣する体制を

の

つ ・「関東、全国大会

振

等に出場する個人と団

興

体」は、国民体育大会

と

の

催や情報を提供する

ス

。 ・「週に１回以上ス

ポ

ポーツ・レクリェーシ

ー

ョンに親しんでいる市

ツ

民 くる。 開催もあり増

環

加し目標を達成した。

境

の割合」は新型コロナ

の

ウイルス感染症の影響

整

により、前年度より減

備

・「小中学生を対象と

福

したスポーツ教室に参

嶋

加した人数」は、スポ

　

少し未達成だった。 ー

英

ツ協会専門部・総合型

樹

スポーツクラブとの連

施

携により、１２種目
基

策

・新型コロナウイルス

関

感染症の影響により、

係

中止や参加者の減少し

課

１８教室を開催し目標

政

を達成した。
本

たがあ

策

ったため大幅な減少が

調

あった。
事

スポーツ施

整

設の整 ・感染症対策や

課

指定管理者モニタリ 取

、

組方針 □ 全て達成 ■ 一

健

部未達成 □ 全て未達成

康

取組方針 □ 全て達成 □

増

一部未達成 □ 全て未達

進

成
業

備と運営 ングによ

課

る適正指導等により、

、

市民 成果指標 □ 全て達

い

成 □ 一部未達成 ■ 全て

き

未達成 成果指標 □ 全て

い

達成 □ 一部未達成 □ 全

き

て未達成

ニーズに合っ

高

た利便性の向上を図り

齢

【基本情報の取組方針

課

達成情報】

、快適で安

、

全・安心な施設を提供

都

す ・定期的にモニタリ

市

ングを実施し指導を行

整

っているが、施設の老

備

朽

る。 化により、利便

課

性が低下している。

・

、

長寿命化計画の結果を

教

踏まえた計 ・長寿命化

育

計画に基づき、運動公

総

園や中運動公園にある

務

遊具の更新

画的な修繕

課

を実施する。運動公園

、

に 設計業務を実施した

学

。

ついては、再整備も

校

視野に入れ検討 ・設置

管

候補市有施設の現地確

理

認を行うとともに、大

課

まかな方向性（

する。

、

案）をまとめて中間報

学

告を行った。

・スポー

校

ツ医科学センターの設

教

置に 【成果指標達成状

育

況】

向け、関係機関と

課

の調整を図り、方 ・①

、

、③は、コロナ禍によ

生

る休館や利用の制限が

涯

無くなり、利用者

向性

学

を決定する。 は増加傾

習

向にあるもののコロナ

課

禍以前の状況までは戻

１

らず未達成だ

った。

・

．

②は、施設の老朽化に

施

より１施設を休止とし

策

たため、目標に対し

1

の

施設減で未達成だった

目

。

４．施策の基本情報

的

社会情勢変化、国・県

と

の動向、市民・議会意

成

見等 施策の成果向上に

果

向けての役割分担

・国

把

は、平成29年3月に

握

策定した第2期「スポ

こ

ーツ基本計画」におい

の

て、「する」「みる」

施

「支える」といっ 市民

策

事業所 行政

施 た多様な

は

形でスポーツへの参画

、

拡大を目指すとし、成

誰

人の週1回以上のスポ

、

ーツ実施率の目標を6

何

5％とした ・自らスポ

を

ーツやレクリェーショ

対

ンに親しみ、 ・スポー

象

ツ団体は、市民スポー

と

ツを振興し、 ・市民が

し

スポーツやレクリエー

て

ションに親し

策 。 心身

い

の発達、健康と体力の

る

増進に努める。 自らの

か

活動を発展させる。 む

対

意識を高める。

の ・市

象

議会では、市民スポー

指

ツを振興する施策の充

標

実、スポーツ施設の改

単

善等を求めている。 ・

位

スポーツ選手は、自ら

R

の目標達成のために努

4

・指定管理者は、利用

R

者の立場に立った施設

5

・スポーツ団体の活動

R

の活発化のために支援

6

基 ・人口減少、生産年

R

齢人口の減少に伴い市

7

有施設適正配置等が求

①

められているなか、老

本

朽化したスポーツ施 力

指

する。 管理を行うとと

標

もに、市民スポーツ振

は

興のた する。

本 設の更

、

新、長寿命化に計画的

「

に取り組むよう求めら

市

れている。 めの事業を

民

行う。 ・スポーツ選手

一

や指導者を育成する施

人

策を推

本 ・令和5年か

１

ら部活動改革により休

ス

日の部活動が段階的に

ポ

地域移行されることに

ー

伴い、地域人材や運営

ツ

団体 ・事業所は、稼業

」

の拠出等をもってスポ

を

ーツ 進する。

情 の確保

進

が求められている。 事

め

業を支援することによ

る

り、自社の発展に資 ・

う

指定管理者がスポーツ

え

施設を健全に運営す

報

で

・近年では少子化の影

、

響や多様化する生活様

国

式の中で、eスポーツ

①

やアーバンスポーツ等

市

が普及し、注目さ する

民

。 るよう監督指導する

①

。

れている。 ・利用者

市

が安全で円滑に使える

人

スポーツ施設

を整備す

口

る。

５．施策全体の総

人

括・今後の課題・今後

1

の方向性
施策の成果実

1

績と施策の基本情報及

5

び施策コストに関する

,

全体総括 今後の課題 今

7

後の方向性

・新型コロ

0

ナウイルス感染症の第

0

7波（7／1～9／3

-

0）、第8波（10／

-

1～2／28）の影響

-

により、スポーツイベ

・

ン 【令和5年度で解決

県

する課題】 ①指定管理

・

者と協力して、施設の

他

計画的な維持管理修繕

自

と施設整備計

トや大会

治

において中止や制限が

体

かかるなど、市民がス

の

ポーツに親しむ機会が

指

制限された。 ・スポー

標

ツ医科学センター設置

に

の方向性を決定する。

も

画の策定を行う。また

な

、令和7年度以降の長

っ

寿命化計画について策

て

定

・部活動地域移行に

お

ついて調査・研究を行

り

ったが、実施団体につ

、

いての選定に至らなか

比

った。 ・部活動地域移

較

行を推進していくため

で

の計画立案を支援する

き

。 を行い、安全・安心

る

なスポーツ環境を提供

た

する。

・スポーツ施設

め

の老朽化により、利便

、

性が低下している。 【

施

令和６年度以降にも引

策

き継がれる課題】 ②ウ

の

ィズコロナ及び熱中症

目

対策を実施しながら、

的

広く市民参加が図ら

・

②

週に１回以上スポーツ

③

・レクリェーションに

ス

親しんでいる市民の割

ポ

合やスポーツ教室・ス

ー

ポーツを手段にした ①

ツ

指定管理者と協力し施

に

設整備計画の策定を行

取

い、安心・安全なスポ

組

れるよう、スポーツ教

む

室やレクリエーション

市

性のあるスポーツイベ

民

ン

健康づくり教室等に

及

参加した延べ市民件数

び

が目標に大きく及んで

ス

おらず、機会を提供す

ポ

る必要がある。 ーツ環

ー

境を提供する。 トを実

ツ

施する。

・多くの市民

団

がスポーツに触れる機

体

会を創出するため、各

②

種団体等と連携し、レ

市

クリエーションフェス

内

ティバル ②ウィズコロ

の

ナ及び熱中症対策を実

ス

施しながら、市民が広

ポ

く参加でき ③ジュニア

ー

選手育成と指導力向上

ツ

を目指し、基礎トレー

団

ニングなどの

やスポー

体

ツ教室（１２種目１８

に

教室）を実施した。 る

所

スポーツイベントの開

属

催する。 研修会を実施

し

する。また、専門知識

て

を持つ講師の部活動へ

い

の派遣を行

・市民体育

る

祭の中止に伴い、各地

人

区でのスポーツ事業が

人

減少したため、市民体

2

育祭に代わる代替え大

,

会を奨励し ③国民体育

4

大会をレガシーとして

3

、継続的に競技力及び

9

指導力の向上 う。

、支

-

援金を交付したが、1

-

支部７町会の実施であ

-

った。 を図る。 ④部活

指

動地域移行の実施団体

標

と協力し、組織づくり

と

や運営体制を支援

・ス

す

ポーツ医科学センター

る

の設置に向け、設置候

。

補市有施設の現地確認

「

を行うとともに、方向

対

性（案）をまとめ ④部

　

活動地域移行を推進し

象

ていくための、実施主

」

体となる団体等を支 す

④

る。

て市長、副市長に

ス

中間報告を行った。 援

ポ

する。 ⑤スポーツ医科

ー

学センターの設置につ

ツ

いては、スポーツ医科

施

学の見地

・ジュニア選

設

手育成と指導者向上を

③

目指し、基礎トレーニ

市

ングなどの研修会（競

ス

技者向け6回、指導者

ポ

向け3回） 【令和６年

ー

度重点課題】 から生活

ツ

習慣病の予防、健康維

協

持増進を図るため、詳

会

細な運営方法等

を継続

（

的に実施した。 ⑤スポ

支

ーツ医科学センターの

部

開設に向けた検討を行

、

う。 を決定する。令和

専

７年４月の運営開始に

門

向けて事業を進める。

部

・競技スポーツの指標

）

はいずれも達成してい

、

るが、トップアスリー

レ

トの輩出には及んでい

ク

ない。

・指定管理者の

協

モニタリングを実施し

加

、改善点等について指

盟

導を行った。また、長

団

寿命化計画に基づき、

団

施設改

修を適宜進め市

体

民の利便性向上に努め

5

た。

・施策コストは令

9

和4年度288,23

-

0千円、令和3年度4

-

25,016千円、前

-

年と比較し136,7

②

86千円の減となった

「

。主な

要因は国体施設

ス

整備事業の減である。

ポーツ」と「健康づくり」それぞれ取り組む市民の

④ 市有スポーツ施設 施設 42 - - - 成果指標 相関を分析するため、指標とする。

この施策によって、「対象」をどういう状態にするのか 成果指標（意図の達成度を表す指標） 区分 単位 R4 R5 R6 R7 設定の考え方 ③競技力の底上げと、選手の発掘、育成強化と中学校部活

①スポーツ・レクリエーションに親しみ、健康づくりに取 週に１回以上スポーツ・レクリェーション 目標 43 46 48 50 動に教員以外のスポーツ指導者が関わることになることか
① ％

り組む。 に親しんでいる市民の割合 実績 39.2 - - - ら、指導者の登録制度を新たに設け、指標とする。

②③生涯スポーツ、競技スポーツに取組む機会を提供する 健康づくりに取り組んでいる市民の割合 目標 75 75.5 76 76.5 ④スポーツ


